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全
国
の
医
療
経
営
士
が一堂
に
会
し

地
域
医
療
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
考
え
る
場
に
し
よ
う

基
調
講
演
に
三
重
大
学
副
学
長
の
西
村
氏

地
域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
重
要
性
を
説
く
！

大
会
1
日
目
は
、吉
原

健
二
代
表
理
事
と
井
手
宏

大
会
運
営
委
員
長
に
よ
る

あ
い
さ
つ
の
あ
と
、三
重
大

学
副
学
長
の
西
村
訓
弘
氏

に
よ
る
基
調
講
演
で
幕
が

上
が
る
。
西
村
氏
は
同
大

学
で
産
官
学
連
携
を
推
進

す
る
地
域
振
興
プ
ロ
デ
ュ

ー
サ
ー
と
し
て
、
主
に
医

薬
・
食
品
分
野
に
お
け
る
新

規
事
業
の
立
ち
上
げ
支
援

に
取
り
組
ん
で
き
た
。
今

大
会
の
大
会
テ
ー
マ
で
も

あ
る
地
域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

と
は
何
か
、そ
し
て
医
療

10
月
29
日（
土
）・
30
日（
日
）の
両
日
に
愛
知
県
名
古
屋
市
で
開
催
さ
れ
る
第
５
回「
全
国
医
療
経
営
士
実
践
研
究
大
会
」名
古
屋
大
会
の
大
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

決
定
し
た
。
地
域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
は
何
か
？　

そ
し
て
、
医
療
経
営
の
将
来
像
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
？　

魅
力
あ
ふ
れ
る
演
者
が
揃
っ
た
講

演
概
要
を
中
心
に
、
大
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
容
を
紹
介
す
る
。

機
関
は
地
域
の
発
展
に
ど

の
よ
う
に
か
か
わ
っ
て
い
く

べ
き
か
？　

医
療
経
営
士

に
と
っ
て
自
身
の
新
た
な

役
割
を
認
識
す
る
と
同
時

に
、学
ぶ
べ
き
と
こ
ろ
が
多

い
講
演
に
な
る
は
ず
だ
。

続
く
特
別
講
演
で
は
、

社
会
医
療
法
人
緑
泉
会
理

事
長
の
米
盛
公
治
氏
が
登

壇
し
、「
新
た
な
医
療
経
営

が
描
く
日
本
の
未
来
展

望
」を
テ
ー
マ
に
ご
講
演
い

た
だ
く
。
米
盛
氏
が
院
長

を
務
め
る
米
盛
病
院
は
、

２
０
１
４
年
９
月
の
新
築

移
転
を
き
っ
か
け
に
、病
院

機
能
を
再
編
。民
間
医
療

用
ヘ
リ（
愛
称「
レ
ッ
ド
ウ

イ
ン
グ
」）や
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
Ｅ
Ｒ
の
導
入
に
よ
り
救

急
医
療
体
制
を
強
化
し
、

地
域
医
療
を
守
る
数
々
の

取
り
組
み
を
実
践
し
て
き

た
。
米
盛
氏
が
語
る
地
域

の
将
来
に
向
け
た
ビ
ジ
ョ

ン
は
、
今
後
の
病
院
経
営

を
考
え
る
う
え
で
重
要
な

ヒ
ン
ト
に
な
る
だ
ろ
う（
２

面
に
続
く
）。

―― 新たな医療経営が描く日本の未来像
プログラム
決定！

プログラム
決定！
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第
５
回
「
全
国
医
療
経
営
士
実
践
研
究
大
会
」
名
古
屋
大
会

第5回名古屋大会 大会プログラム
※6月10日現在。プログラムは諸般の事情により変更になる可能性がございます
1日目　10月29日（土）　13：00開会

講演内容（敬称略）

開会あいさつ
13：00～13：20

主催者あいさつ
吉原健二
一般社団法人日本医療経営実践協会代表理事

大会運営委員長あいさつ
井手　宏
日本医療経営実践協会東海支部支部長、一般社団法人愛知県医療法人協会会長、医療
法人財団愛泉会愛知国際病院理事長

基調講演
13：20～14：20

（質疑応答含む）

地域イノベーションとは何か
―医療提供体制の再構築から考察する地域医療の未来像
西村訓弘
三重大学副学長、地域戦略センター長、大学院医学系研究科生命医科学専攻教授

特別講演
14：25～15：25

（質疑応答含む）

新たな医療経営が描く日本の未来展望
―医療機関が行うべき挑戦と創造とは！
米盛公治
社会医療法人緑泉会理事長

審査委員長
メッセージ

15：35～15：40

発表にあたり
川渕孝一
東京医科歯科大学大学院医療経済学分野教授、一般社団法人日本介護福祉経営人材教育協会理事

15：40～15：45 審査委員紹介

研究発表会
15：45～18：00

セッション1　医療機関・医療従事者部門
医療経営士による演題発表

ディスカッション・質疑応答
座長　川渕孝一

18：00～18：25 スポンサード・セッション
懇親会

18：30～20：30 全国医療経営士 情報交換会

2日目　10月30日（日）　9：30開会

研究発表会
9：32～11：47

セッション2　医療機関・医療従事者部門 
医療経営士による演題発表
ディスカッション・質疑応答
座長　川渕孝一

11：50～12：40 昼食・休憩

研究発表会
12：40～14：55

セッション3　医療機関外従事者部門 
医療経営士による演題発表

ディスカッション・質疑応答
座長　川渕孝一

特別対談
15：05～16：00

（質疑応答含む）

地域医療の再生と構造的問題
―コミュニティの創造を支える新しい在宅医療
山中光茂　　　　　　　　　　　　 川添高志
元三重県松阪市市長、医療法人SIRIUS　×　ケアプロ株式会社代表取締役社長
いしが在宅ケアクリニック医師　　　　　　　  看護師・保健師

モデレーター　米本倉基
藤田保健衛生大学医療科学部医療経営情報学科医療経営学教授

講評・表彰式
16：05～16：40

第5回「全国医療経営士実践研究大会」名古屋大会を終えて
川渕孝一

閉会あいさつ
16：40～16：50

次回広島大会開催に向けて
梶原四郎
日本医療経営実践協会中国支部支部長、医療法人清風会理事長

大
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
決
定
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様
の
病
院
に
お
い
て
も
患

者
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
整

備
、
大
学
病
院
で
は
考
え

ら
れ
な
い
多
職
種
ワ
ー
ク

フ
ロ
ー
の
展
開
、
地
域
の

保
健
師
と
の
協
働
連
携
等

を
求
め
て
お
り
、
病
院
と

地
域
全
体
を
睨
ん
だ
、
か

つ
従
来
の
専
門
性
の
枠
を

超
え
た
概
念
が
必
要
と
さ

れ
る
た
め
、
そ
れ
を
主
導

す
る
の
は
医
療
経
営
士
の

独
壇
場
と
な
る
と
思
わ
れ

ま
す
。

　

本
研
究
会
に
お
い
て
は
、

本
件
に
係
る
診
療
報
酬
の

取
り
方
と
そ
の
採
算
性
、

行
政
・
保
険
者
連
携
に
役

立
つ
ツ
ー
ル
や
、
本
格
的

に
皆
様
の
病
院
で
取
り
組

ま
れ
る
際
の
サ
ポ
ー
ト
手

段
を
盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。

奮
っ
て
ご
参
加
い
た
だ
け

れ
ば
と
存
じ
ま
す
。

　

大
会
１
日
目
の
中
盤
は
、

い
よ
い
よ
医
療
経
営
士
に

よ
る
演
題
発
表
だ
。
演
題

発
表
は
昨
年
の
金
沢
大
会

に
続
き
、
３
つ
の
セ
ッ
シ

ョ
ン
に
分
か
れ
、
発
表
後

は
審
査
委
員
長
を
務
め
る

東
京
医
科
歯
科
大
学
大
学

院
教
授
の
川
渕
孝
一
氏
が

座
長
と
な
り
、
発
表
者
に

よ
る
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、

質
疑
応
答
が
行
わ
れ
る
。

ま
た
、
今
大
会
か
ら
各
セ

ッ
シ
ョ
ン
の
発
表
者
は
、

そ
の
所
属
先
に
よ
っ
て
「
医

療
機
関
・
医
療
従
事
者
部

門
」
と
「
医
療
機
関
外
従

事
者
部
門
」
に
振
り
分
け

ら
れ
る
予
定
だ
。
大
会
１

日
目
は
、
川
渕
氏
に
よ
る

メ
ッ
セ
ー
ジ
「
発
表
に
あ

た
り
」
の
あ
と
、
セ
ッ
シ

ョ
ン
１
を
実
施
す
る
。

　

演
題
発
表
の
あ
と
は
、

「
ス
ポ
ン
サ
ー
ド
・
セ
ッ
シ

ョ
ン
」
を
挟
み
、
懇
親
会

が
開
催
さ
れ
る
。
金
沢
大

会
の
懇
親
会
で
は
、
ジ
ャ

ズ
バ
ン
ド
に
よ
る
生
演
奏

が
会
場
を
盛
り
上
げ
た
。

今
大
会
で
も
サ
プ
ラ
イ
ズ

イ
ベ
ン
ト
に
期
待
し
た
い
。

　

大
会
２
日
目
も
盛
り
だ

く
さ
ん
の
内
容
で
贈
る
。

演
題
発
表
の
セ
ッ
シ
ョ
ン

２
、３
の
あ
と
、
藤
田
保

健
衛
生
大
学
教
授
の
米
本

倉
基
氏
を
モ
デ
レ
ー
タ
ー

に
迎
え
、
元
三
重
県
松
阪

市
市
長
の
山
中
光
茂
氏
と

ケ
ア
プ
ロ
株
式
会
社
代
表

取
締
役
の
川
添
高
志
氏
に

よ
る
特
別
対
談
「
地
域
医

療
の
再
生
と
構
造
的
問

題
」
が
行
わ
れ
る
。
松
阪

市
の
青
年
市
長
と
し
て
脚

光
を
浴
び
、
現
在
は
在
宅

医
と
し
て
活
躍
す
る
山
中

氏
と
、
セ
ル
フ
健
康
チ
ェ

ッ
ク
お
よ
び
訪
問
看
護
事

業
を
展
開
す
る
川
添
氏
。

２
人
の
イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
が

考
え
る
新
し
い
在
宅
医
療

と
は
ど
う
い
う
も
の
な
の

か
、
示
唆
に
富
ん
だ
発
言

に
期
待
し
た
い
。

　

特
別
対
談
の
あ
と
は
、

川
渕
氏
に
よ
る
演
題
発
表

の
講
評
、
受
賞
者
の
表
彰

式
が
行
わ
れ
、
次
回
広
島

大
会
の
運
営
委
員
長
を
務

め
る
中
国
支
部
支
部
長
の

梶
原
四
郎
氏
に
よ
る
閉
会

の
あ
い
さ
つ
で
、
２
日
間

の
大
会
は
幕
を
閉
じ
る
。

　

現
在
、
協
会
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
て
、
演
題
発
表
と

参
加
登
録
の
申
し
込
み
を

受
け
付
け
中
だ
。
参
加
者

一
人
ひ
と
り
が
、
明
日
の

医
療
経
営
、
地
域
の
将
来

像
を
考
え
る
場
と
し
て
、

多
く
の
医
療
経
営
士
に
足

を
運
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
２
人
に
よ
る
特
別
対
談

地
域
医
療
の
構
造
的
問
題
、新
し
い
在
宅
医
療
と
は
？

医
療
経
営
士
に
新
た
な〝
活
躍
の
場
〟

病
院
経
営
を
左
右
す
る
新
潮
流
へ
、
参
画
の
チ
ャ
ン
ス
到
来
!!

　

２
０
１
３
年
、
安
倍
政

権
が
定
め
た
「
日
本
再
興

戦
略
」
に
お
い
て
、「
糖

尿
病
性
腎
症
患
者
の
人
工

透
析
導
入
を
予
防
す
る
重

症
化
予
防
事
業
」
が
最
優

先
課
題
と
し
て
採
り
上
げ

ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
全

国
の
国
民
健
康
保
険
、
組

合
健
保
、
協
会
け
ん
ぽ
等

が
、
医
療
機
関
の
レ
セ
プ

ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
基
づ

く
健
康
保
持
・
増
進
の
た

め
の
事
業
計
画
を
行
う
こ

と
（「
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計

画
」）
も
書
き
込
ま
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
骨
太
政
策
に
基

づ
き
、
レ
セ
プ
ト
デ
ー
タ

と
特
定
健
診
デ
ー
タ
を
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
た
端
末

が
全
国
市
町
村
へ
配
備
さ

年
間
５
０
０
万
円
か
か
り
、20
年
以
上
に
も
わ
た
る
患
者
が
い
る
人
工
透
析
治
療
。当
該
医
療
費
の
増
加
に
国
も
本
腰
を
上
げ
て

透
析
導
入
を
阻
止
す
る
た
め
重
症
化
予
防
に
乗
り
出
し
た
。国
家
戦
略
と
し
て「
糖
尿
病
性
腎
症
重
症
化
予
防
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

を
策
定
し
、行
政
・
保
険
者
と
医
療
機
関
が一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
が
、こ
れ
に
よ
り
医
療
機
関
の
外
来
医

療
・
地
域
連
携
の
あ
り
方
が
大
き
く
様
変
わ
り
す
る
可
能
性
が
生
ま
れ
て
き
た
。本
研
究
会
で
は
、戦
略
の
制
定
経
緯
、本
件
に

係
る
診
療
報
酬
の
取
り
方
と
そ
の
採
算
性
、行
政・保
険
者
連
携
に
役
立
つ
ツ
ー
ル
や
、取
り
組
む
際
の
具
体
的
ノ
ウ
ハ
ウ
を
解
説

す
る
。開
催
を
前
に
講
師
の
松
本
洋
氏（
一
般
社
団
法
人
日
本
慢
性
疾
患
重
症
化
予
防
学
会
理
事
）に
そ
の
概
要
を
う
か
が
っ
た
。

れ
、
行
政
・
保
険
者
に
対

し
、
医
療
機
関
と
連
携
し

糖
尿
病
性
腎
症
の
透
析
予

防
に
お
い
て
重
症
化
予
防

（
ハ
イ
リ
ス
ク
ア
プ
ロ
ー

チ
）
を
最
優
先
で
取
り
組

む
よ
う
示
達
さ
れ
ま
し

た
。こ
れ
ま
で
公
衆
衛
生
・

未
受
診
者
対
策
等
の
１
次

予
防
を
担
当
し
て
い
た
行

政
・
保
険
者
が
、
既
に
医

療
機
関
に
受
診
し
て
い
る

糖
尿
病
患
者
の
２
次
・
３

次
予
防
に
関
与
す
る
と
い

う
一
大
転
換
で
す
。

【開催概要】
●日　　時 ： 2016年７月10日（日）14：00～15：30　　　　
●場　　所 ： 日本医療企画もとみやセミナールーム　
　　　　　   （東京都千代田区神田東松下町17 もとみやビル３Ｆ）
●講　　師 ： 松本　洋 氏
　　　　　　（一般社団法人日本慢性疾患重症化予防学会理事）
●定　　員 ： 30名
●参加条件 ： 原則、医療機関にお務めの方
●参 加 費 ： 【協会会員】無料 【非会員】1,000 円
●主　　催 ： 日本医療経営実践協会　関東支部

安
倍
政
権
が
最
優
先
課
題
と
し
て
採
り
上
げ
た

糖
尿
病
性
腎
症
患
者
の
透
析
導
入
阻
止

国
家
戦
略
と
し
て
求
め
ら
れ
る

行
政・保
険
者
か
ら
選
ば
れ
る
病
院
へ

　

こ
の
政
策
に
対
応
す
る

「
糖
尿
病
透
析
予
防
（
３

次
予
防
）」
に
特
化
し
た

診
療
報
酬
上
の
加
算
も

２
０
１
２
年
改
定
時
に
設

定
さ
れ
、
今
改
定
で
よ
り

拡
大
が
図
ら
れ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
今
春
、
日
本

医
師
会
、
糖
尿
病
関
連
学

会
、
厚
生
労
働
省
の
３
者

で
協
定
が
結
ば
れ
、
新
た

に
国
が
定
め
た
「
糖
尿
病

性
腎
症
重
症
化
予
防
プ
ロ

グ
ラ
ム
」を
３
者
が
協
力
・

連
携
し
推
進
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
本
プ
ロ
グ

ラ
ム
は
、
日
本
糖
尿
病
学

会
や
日
本
腎
臓
学
会
の
標

準
治
療
に
記
載
の
な
い
内

容
も
多
く
、
学
会
の
枠
組

み
を
超
え
た
ア
ウ
ト
カ
ム

目
標
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
医
療
者
と
保
険

者
と
が
患
者
の
検
査
デ
ー

タ
等
を
共
有
す
る
こ
と
を

求
め
、
病
院
の
糖
尿
病
性

腎
症
患
者
の
な
か
で
生
活

習
慣
改
善
が
困
難
な
患
者

等
を
保
険
者
に
在
宅
指
導

さ
せ
、
病
院
医
療
者
と
保

険
者
（
具
体
的
に
は
保
健

師
）
と
の
合
同
カ
ン
フ
ァ

レ
ン
ス
も
規
定
。
従
来
の

病
院
の
外
来
ワ
ー
ク
フ
ロ

ー
に
大
き
く
変
更
を
迫
る

も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

既
に
、
市
町
村
の
国
保

保
健
師
と
組
ん
で
地
域
の

新
規
透
析
患
者
数
削
減
に

成
功
し
た
地
域
病
院
が
複

数
あ
り
ま
す
。
一
部
組
合

健
保
で
は
、
透
析
導
入
時

期
が
迫
っ
て
い
る
糖
尿
病

性
腎
症
の
被
保
険
者
に
対

し
、
透
析
導
入
阻
止
・
導

入
時
期
遅
延
の
実
績
が
あ

る
病
院
へ
の
転
院
を
案
内

し
始
め
ま
し
た
。
ま
た
、

日
本
最
大
の
保
険
者
で
あ

る
協
会
け
ん
ぽ
が
、
今
年

度
全
国
７
か
所
で
病
院
と

提
携
し
、
糖
尿
病
性
腎
症

の
透
析
予
防
の
パ
イ
ロ
ッ

ト
事
業
を
始
め
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
将
来
、行
政
・

保
険
者
と
連
携
す
る
、
行

政
・
保
険
者
に
選
ば
れ
る

（
生
活
習
慣
病
）
外
来
を

持
つ
病
院
の
誕
生
を
意
味

し
ま
す
。

　

本
研
究
会
で
は
、
な
ぜ

糖
尿
病
性
腎
症
の
透
析
予

防
が
骨
太
政
策
に
お
い
て

唯
一
の
個
別
疾
患
と
し
て

採
り
上
げ
ら
れ
た
の
か
、

な
ぜ
医
療
者
と
行
政
・
保

険
者
と
の
連
携
が
求
め
ら

れ
る
の
か
等
、
そ
の
経
緯

を
解
説
す
る
と
と
も
に
、

既
に
動
き
出
し
て
い
る
地

域
行
政
（
国
保
）
―
病
院
連

携
の
先
駆
事
例
と
そ
の
ア

ウ
ト
カ
ム
を
紹
介
し
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
政
策
は
、
皆

◎講師プロフィール

松
まつもと

本　洋
ひろし

氏
1955年東京都生まれ。79年慶應義塾大学法学部卒業。日本長期信用銀行、メディ
カル・プリンシプル社事業企画本部長、メディカルスタンダード社取締役を経
て、2011年より株式会社日本医療企画ヘルスケアソリューション事業部長（現・
地域対策企画推進部長）、13年より一般社団法人日本慢性疾患重症化予防学会
（JMAP）理事・事務局長に就任、現在に至る。

「
病
院
経
営
・
地
域
連
携
に
活
か
す
、国
家
戦
略

『
糖
尿
病
性
腎
症
重
症
化
予
防
プ
ロ
グ
ラ
ム
』

対
応
サ
ポ
ー
ト
ゼ
ミ
」参
加
者
募
集
！
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１
級
合
格
者
は
、
未
来
を

創
造
す
る
パ
イ
オ
ニ
ア

　

以
前
の
事
務
部
門
は
、

ど
ち
ら
か
と
い
う
と
医
師

や
看
護
師
な
ど
の
医
療
職

に
追
随
す
る
「
縁
の
下
の

力
持
ち
」
的
な
イ
メ
ー
ジ

が
強
か
っ
た
と
思
い
ま
す

が
、
病
院
改
革
や
業
務
改

善
が
求
め
ら
れ
る
今
、
医

師
や
看
護
師
に
す
べ
て
を

任
せ
た
ま
ま
で
よ
い
わ
け

が
あ
り
ま
せ
ん
。
今
こ

そ
、
わ
れ
わ
れ
事
務
部
門

の
出
番
な
の
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
事
務
部
門

に
は
「
経
営
に
関
し
て
は

組
織
全
体
を
牽
引
す
る
」

と
い
う
強
い
意
気
込
み
が

必
要
で
す
し
、
そ
れ
に
即

し
た
知
識
と
実
践
力
が
求

め
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め

の
ツ
ー
ル
と
し
て
、
医
療

経
営
士
は
最
適
だ
と
考
え

ま
す
。

　

特
に
１
級
は
、
単
に
知

識
を
学
ぶ
だ
け
に
と
ど
ま

ら
ず
、
「
組
織
全
体
を
い

か
に
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
し
て

い
く
か
」
と
い
う
視
点
に

立
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ

う
な
知
識
を
持
っ
た
人
こ

そ
、
真
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
発
揮
で
き
ま
す
。
医

療
経
営
士
１
級
を
目
指
す

こ
と
で
、
自
分
自
身
も
変

化
で
き
る
で
し
ょ
う
し
、

自
分
が
変
わ
る
こ
と
が
、

組
織
を
変
え
る
こ
と
に
も

つ
な
が
り
ま
す
。

　

医
療
経
営
士
１
級
か
ら

得
た
知
識
は
、
こ
れ
ま
で

の
仕
事
に
役
立
て
る
と
い

う
よ
り
、
将
来
の
仕
事
に

役
立
つ
も
の
と
言
え
る
で

し
ょ
う
。
そ
れ
は
つ
ま

り
、
未
来
を
創
っ
て
い
く

と
い
う
こ
と
で
す
。
医
療

経
営
士
１
級
の
合
格
者

は
、
ま
さ
に
病
院
経
営
の

未
来
を
創
造
す
る
パ
イ
オ

ニ
ア
な
の
で
す
。

激
動
の　
年
、
ト
ッ
プ
の

経
営
姿
勢
に
よ
り
大
き
な
差

　

私
は
１
９
９
５
年
に
一

般
企
業
か
ら
済
生
会
に
入

職
し
ま
し
た
が
、
こ
の
20

年
間
で
病
院
を
巡
る
環
境

は
大
き
く
変
わ
り
ま
し

た
。
そ
の
よ
う
な
状
況
に

あ
っ
て
も
、
20
年
前
と
同

じ
よ
う
な
経
営
を
続
け
て

い
る
医
療
機
関
は
少
な
く

な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

社
会
情
勢
や
地
域
住
民
の

ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
変
化
し

て
き
た
医
療
機
関
と
、
同

じ
経
営
を
続
け
て
き
た
医

療
機
関
と
で
は
、
大
き
な

差
が
出
始
め
て
い
ま
す
。

今
後
、
こ
の
差
は
ま
す
ま

す
開
い
て
い
く
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

病
院
は
人
の
集
団
で

す
。
職
員
全
員
が
高
い
意

識
を
持
ち
、
患
者
を
中
心

に
考
え
な
が
ら
、
質
の
高

い
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
続
け
る
こ
と
が
何
よ
り

も
大
切
で
す
が
、
そ
の
た

め
の
人
材
育
成
は
、
一
朝

一
夕
に
で
き
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
人
材
育
成

に
力
を
注
ぎ
職
員
レ
ベ
ル

を
上
げ
て
き
た
組
織
と
、

日
常
業
務
に
埋
没
し
て
き

た
組
織
と
で
は
、
大
き
な

差
が
出
て
く
る
の
は
当
然

な
の
で
す
。

１
級
へ
の
挑
戦
が
、自
分
の

世
界
を
際
限
な
く
広
げ
る

　

医
療
経
営
士
１
級
に
挑

戦
し
よ
う
と
い
う
自
己
啓

発
へ
の
強
い
意
欲
は
、
こ

れ
か
ら
の
病
院
経
営
を

担
っ
て
い
く
人
材
に
必
要

な
資
質
の
一
つ
だ
と
思
い

ま
す
。し
か
し
、テ
キ
ス
ト

を
読
ん
だ
り
研
究
会
に
参

加
し
て
得
た
知
識
だ
け
で

満
足
し
て
は
い
け
ま
せ

ん
。
テ
キ
ス
ト
に
書
か
れ

た
こ
と
や
誰
か
が
言
っ
た

こ
と
を
鵜
呑
み
に
す
る
の

で
は
な
く
、知
識
を
積
み
重

ね
た
う
え
で
日
常
業
務
と

照
ら
し
合
わ
せ
、自
分
が
置

か
れ
て
い
る
現
実
と
知
識

を
ど
う
引
き
合
わ
せ
る
か

が
大
切
で
す
。つ
ま
り
、知

識
を
応
用
し
そ
の
効
果
を

自
分
で
感
じ
取
り
、実
体
化

し
て
い
く
こ
と
が
肝
要
な

の
で
す
。

　

医
療
経
営
士
１
級
を
目

指
す
こ
と
が
、
知
識
を
学

び
、
自
分
の
世
界
を
広
げ

る
機
会
と
な
り
ま
す
。
そ

の
後
は
、
資
格
の
知
識
レ

ベ
ル
に
と
ど
ま
る
こ
と
な

く
、
業
務
を
通
じ
て
実
践

経
験
を
積
み
な
が
ら
理
解

を
よ
り
深
め
、
自
分
の
世

界
を
際
限
な
く
広
げ
て

い
っ
て
ほ
し
い
。

　

医
療
経
営
士
1
級
へ
の

挑
戦
が
、
「
未
来
の
医
療

界
を
創
造
す
る
」
と
い
う

壮
大
な
一
歩
に
つ
な
が
り

ま
す
。

お問い合わせ・お申し込み　一般社団法人日本医療経営実践協会事務局　☎03-5296-1933　http://www.JMMPA.jp/

資格認定試験第4回
医療経営士

受験エントリー
まもなく開始！
受験エントリー
まもなく開始！1級

試 験 日

第一次試験  9 月 4 日（日）
第二次試験 12月 4 日（日）
■受験エントリー期間
　7月1日（金）～8月1日（月）

■受験料支払締切日
　8月5日（金）

試験会場
東京（千代田区）

試験形式
【第一次試験】
①短文記述形式（10題・90分）
②論文記述形式（2題・90分）

【第二次試験】
面接試験
①口頭試問（プレゼンテーション形式）
②個人面接

資格認定には審査要件があります。詳細は当協会ホームページにてご確認ください。

受 験 料
50,000円（税込）
＊１　第一次、第二次試験及び資格認定審査を含む
＊２　資格認定審査のみ受験の場合は10,000円

※手数料別途

7月1日（月）
から

第3回試験合格者座談会
を、当協会発行
『理論と実践No.20』に掲
載しております。
ご覧ください。

医療経営士1級への挑戦は
未来の医療界を創造する、はじめの一歩につながる

7
月
1
日
か
ら
、第
４
回「
医
療
経
営
士
1
級
」資
格
認

定
試
験
の
受
験
エ
ン
ト
リ
ー
が
開
始
さ
れ
る（
8
月
1
日

締
め
切
り
）。現
在
、1
級
合
格
者
は
全
国
に
28
人（
資
格

認
定
者
16
人
）。今
年
は
果
た
し
て
何
人
の
合
格
者
が
誕

生
す
る
の
だ
ろ
う
か
。

社
会
福
祉
法
人
恩
賜
財
団
済
生
会
支
部
神
奈
川
県
済
生
会

支
部
長
で
、『
医
療
経
営
士
上
級
テ
キ
ス
ト
2
巻
バ
ラ
ン
ス

ト
・
ス
コ
ア
カ
ー
ド
』（
日
本
医
療
企
画
刊
）の
編
著
者
で
あ

る
正
木
義
博
氏
に
、1
級
に
挑
戦
す
る
意
義
や
こ
れ
か
ら

の
医
療
界
に
求
め
ら
れ
る
人
材
像
に
つ
い
て
う
か
が
っ
た
。

医療経営士上級テキスト2巻
バランスト・スコアカード

正木氏が済生会熊本病院、同横浜市東部病院
の経営改革を行った際「病院改革に最も役立つ
ツール」と実感したバランスト・スコアカード。本
テキストには、その基本理論と実践事例が豊富
に紹介される。

20

「医療経営士1級」資格認定試験、7月1日から受験エントリー開始！

社会福祉法人恩賜財団済生会支部神奈川県済生会
支部長、常務理事

正
まさ

木
き

 義
よしひろ

博氏
略歴◆1975年、早稲田大学商学部卒業。同年、住友金属工業株
式会社入社。1995年、済生会熊本病院に事務長として入職。
2002年、同院副院長。2008年、済生会本部出向、経営指導特別
参与、横浜市東部病院院長補佐就任。2012年、済生会神奈川県
支部業務担当理事。2014年より同支部長。

荒井耕、正木義博 編著

〔主な内容〕
・バランスト・スコアカード理論の

概要と医療界における可能性
・医療界の現状とバランスト・ス

コアカード
・医療界におけるバランスト・ス

コアカードの課題と展望
・バランスト・スコアカード活用事

例（済生会小樽病院、相模原
協同病院、医真会ほか）

会員価格：
2,592円（税込）

（定価：3,280円［税込］）

神奈川県済生会支部長
正木義博氏 インタビュー
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２
０
１
６
年
３
月
、
医

療
経
営
士
が
自
主
的
に
立

ち
上
げ
た
東
海
支
部
公
認

の
組
織「
静
岡
東
部
研
究

会
」が
発
足
し
た
。実
践
的

な
経
営
能
力
を
備
え
た
人

た
ち
の
情
報
交
換
の
場
と

し
、医
療
機
関
の
み
で
な

く
地
域
医
療
に
貢
献
す
る

人
材
の
養
成
を
目
的
と
し

た
も
の
だ
。
医
療
経
営
士

を
は
じ
め
、医
療
経
営
に

興
味
が
あ
る
医
療
機
関
の

職
員
や
関
連
企
業
、金
融

機
関
勤
務
者
を
対
象
に
、

「
顔
の
見
え
る
関
係
」か
ら

さ
ら
に
一
歩
進
ん
だ「
気
持

ち
の
わ
か
る
関
係
」づ
く
り

を
目
指
し
て
い
る
。

５
月
14
日
、２
回
目
と

な
っ
た
研
究
会
は「
医
療
政

策
の
将
来
像
を
読
み
解

く
」を
テ
ー
マ
に
開
催
し
、

71
人
が
参
加
。
発
起
人
で

岡
村
記
念
病
院
事
務
部
次

長
の
田
中
賢
司
氏
（
医
療

経
営
士
２
級
）は
、「
医
療

政
策
で
は
病
床
機
能
分
化

と
連
携
、ア
ウ
ト
カ
ム
重

視
が
う
た
わ
れ
て
お
り
、

事
務
職
の
取
り
組
み
が
病

院
経
営
に
影
響
す
る
。
医

療
を
取
り
巻
く
諸
問
題

を
、医
療
に
か
か
わ
る
す
べ

て
の
方
と
考
え
て
い
け
る

会
に
し
た
い
」と
呼
び
か
け

た（
詳
細
は
日
本
医
療
企

画
刊『
月
刊
医
療
経
営
士
』

７
月
号
に
掲
載
予
定
）。

今
後
、こ
う
し
た
医
療

経
営
士
に
よ
る
自
主
的
な

取
り
組
み
が
全
国
各
地
に

拡
大
し
て
い
く
こ
と
を
期

待
し
た
い
。

医
療
経
営
士
が
自
主
的
に
立
ち
上
げ
た

東
海
支
部
公
認
の
研
究
会
が
発
足
！

今後の支部研究会スケジュール
開催日 開催支部 テーマ 講　　師

6月25日（土）

関西
イノベーションを起こせる人材になるための石井ゼミ
～「保健医療2035」を読み解く～（第3回）

石井富美氏（多摩大学医療・介護ソリューション研究所フェロー）

九州 医療広報塾（第3回）
水内純清氏（元・読売新聞社会部、整理部記者、元・社会医療法人天神会・古
賀病院グループ広報部長）

7月9日（土）

北海道 北海道支部定例研究会「2016年度診療報酬改定の影響」 関谷公栄子氏（医療法人渓仁会手稲渓仁会病院経営管理部次長）

関東
(主催：日本医療企画)

第4期「経営人材育成 中村塾」（第3回）
中村彰吾氏（公益社団法人医療・病院管理研究協会常任理事／日本医療経
営実践協会参与）

東海
イノベーションを起こせる人材になるための石井ゼミ
～「保健医療2035」を読み解く～（第3回）

石井富美氏（多摩大学医療・介護ソリューション研究所フェロー）

東海 第3回静岡県東部医療経営研究会「病院と診療所の連携について」
小林恵美子氏（静岡市立静岡病院医事課、医療経営士3級）／富田聡氏（沼
津市立病院医事課）

10日（日） 関東 「糖尿病性腎症重症化予防プログラム」対応サポートゼミ 松本洋氏（一般社団法人日本慢性疾患重症化予防学会理事）

23日（土）

関東
「医療経営士１級」試験合格者中村先生が教える！
病院経営に必要な財務・会計から税務・節税対策まで！　第1回（全4回予定）

中村祐介氏（TOMA税理士法人ヘルスケア事業部チーフ・コンサルタント、医
療経営士1級合格者）

関西
イノベーションを起こせる人材になるための石井ゼミ
～「保健医療2035」を読み解く～（第4回）

石井富美氏（多摩大学医療・介護ソリューション研究所フェロー）

九州 医療広報塾（第4回）
水内純清氏（元・読売新聞社会部、整理部記者、元・社会医療法人天神会・古
賀病院グループ広報部長）

30日（土） 関東
実務のレベルアップを図る石井ゼミ
「経営分析に必要なデータの収集から分析まで（Excel活用術）」

石井富美氏（多摩大学医療・介護ソリューション研究所フェロー）

8月6日（土）

関東 わかりやすくすぐ使える！　BCPの実効性を高める実践講座 浅野睦氏（株式会社フォーサイツコンサルティング代表）

関東
(主催：日本医療企画)

第4期「経営人材育成 中村塾」（第4回）
中村彰吾氏（公益社団法人医療・病院管理研究協会常任理事／日本医療経
営実践協会参与）

東海
イノベーションを起こせる人材になるための石井ゼミ
～「保健医療2035」を読み解く～（第5回）

石井富美氏（多摩大学医療・介護ソリューション研究所フェロー）

27日（土） 関東
実務のレベルアップを図る石井ゼミ
「相手に伝わるプレゼンテーションの極意（PowerPointの使い方）」

石井富美氏（多摩大学医療・介護ソリューション研究所フェロー）

9月10日（土）
関東

(主催：日本医療企画)
第4期「経営人材育成 中村塾」（第5回）

中村彰吾氏（公益社団法人医療・病院管理研究協会常任理事／日本医療経
営実践協会参与）

※日程等は変更になる場合があります。詳細は協会ホームページをご確認ください

お問い合わせ先　株式会社日本医療企画　☎03-3256-7495

●平成28年度診療報酬改定に完全対応!
●最新トピックス満載!
　地域医療構想、地域医療連携推進法人、保健医療2035、
　患者申出療養制度、医療事故調査制度、医療法人会計基準、
　医療法人の分割、特定機能病院の要件見直し、ほか

主
な
特
徴

医療経営士実践テキストシリーズ①
なるほど、なっとく

医療経営医療経営医療経営Q&AQ&AQ&A505050
医療経営の手引書として、「医療経営士」資格認定試
験の受験対策書として、必ず役立つ1冊です。
医療機関の種別、診療報酬・介護報酬のしくみから
社会保障改革の動向まで、医療経営のオモテとウラを
パーフェクト解説。

■発行 ： 日本医療企画
■著者 ： 長英一郎（東日本税理士法人）
■体裁 ： Ａ5版／並製本／300頁
■定価（税込）：3,240円→会員価格（税込）：2,592円
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参加者から次々に質問が上がるなど盛況だった研究会。終了後は
懇親会が開かれた。


